
令和３年７月１日発行第97号

くろかわ広域

地域の人口・世帯数

人　口 世帯数
富谷市 52,327 19,789
大和町 28,253 12,090
大郷町 7,881 2,854
大衡村 5,841 2,117
計 94,302 36,850

令和 3年 5月31日現在

幼年消防クラブの約束、
「火遊びしません」

　大きな声で防火宣言をし、防火の願いをこめた
色とりどりの風船を空高く飛ばしました。

（明石台若樹の森こども園のみなさん）



令和２年度　予算執行状況のお知らせ
令和３年３月末現在における令和２年度各種会計の予算執行状況は下記のとおりです。

組合では、これまでも効果的・効率的な予算執行に努めておりますが、今後も引き続き効率的な予算執行を行ってまいります。

一 般 会 計

特 別 会 計

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計

（歳　入）�　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 収　入　済　額 収　入　率

分 担 金 及 び 負 担 金 2,172,349 2,148,646 98.9%
使 用 料 及 び 手 数 料 14,704 15,825 107.6%
国 庫 支 出 金 82,726 0 0.0%
県 支 出 金 9,623 2,780 28.9%
財 産 収 入 23 26 113.0%
寄 附 金 1 0 0.0%
繰 入 金 115,890 115,890 100.0%
繰 越 金 9,511 9,512 100.0%
諸 収 入 14,540 13,970 96.1%
組 合 債 101,000 39,600 39.2%

合　　　計 2,520,367 2,346,249 93.1%

（歳　出）�　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 執　行　率

議 　 会 　 費 2,513 2,309 91.9%
総 　 務 　 費 138,246 134,265 97.1%
民 　 生 　 費 80 39 48.8%
衛 　 生 　 費 889,260 400,106 45.0%
消 　 防 　 費 1,254,445 1,168,518 93.2%
教 　 育 　 費 14,446 13,912 96.3%
公 　 債 　 費 131,277 131,272 99.9%
予 　 備 　 費 100 0 0.0%
諸 支 出 金 90,000 90,000 100.0%

合　　　計 2,520,367 1,940,421 77.0%

介護認定審査会特別会計
（歳　入）�　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 12,911 12,911 100.0%
繰 越 金 1,196 1,197 100.1%
諸 収 入 26 33 126.9%
合　　　計 14,133 14,141 100.1%

（歳　出）�　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

介護認定審査会費 14,133 12,372 87.5%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収益的
収　支

収入 3,002,966 2,873,417 95.7%
支出 3,177,065 2,989,997 94.1%

資本的
収　支

収入 784,136 784,137 100.0%
支出 784,136 784,136 100.0%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収 益 的
収 支

収入 53,011 53,772 101.4%
支出 53,010 51,886 97.9%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳　入）�　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 956 956 100.0%
繰 越 金 38 39 102.6%
諸 収 入 1 0 0.0%
合　　　計 995 995 100.0%

（歳　出）�　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

障害支援区分認定審査会費 995 880 88.4%
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令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で

前
消
防
次
長 

石
川　

勉
（
い

し
か
わ　

つ
と
む
）
が
昇
格
し
、

理
事
長
よ
り
消
防
本
部
消
防
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
信
頼
さ
れ
る
消
防
本
部
と

な
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て

消
防
業
務
に
ま
い
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
消
防
長
の

紹 
介

消 防 長　石　川　　勉

　令和２年度事業において更新した高規格救急車が富谷消防署に配備され、令和３年３
月から運用開始しております。今回更新した救急車内には、従来と比べるとタイヤが大
きくフレームの太い救急患者搬送用のストレッチャーが積載されており、耐荷重が増え、
安全性能や走行性能が高くなっております。（下記写真右）
　また、今まで不可能であった傷病者を進行方向に向けた状態での車内収容及び搬送が
可能となりました。
　今後もより一層地域の実情を踏まえながら、車両の最大限の有効活用を図ってまいり
ます。

高規格救急車運用開始

　

令
和
３
年
６
月
10
日（
木
）、

宮
城
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、

「
第
45
回
宮
城
県
消
防
救
助
技

術
指
導
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
11
の
消
防
本
部
が
参

加
し
、
当
消
防
本
部
か
ら
は
２

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
導
会
は
救
助
隊
員
に

必
要
な
安
全
で
確
実
な
技
術
、

体
力
、
精
神
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
養
う
も
の
で
、
よ
り
一
層

チ
ー
ム
の
連
携
が
磨
か
れ
ま
し

た
。 消

防
救
助

技
術
指
導
会

出
場

限りない未来に向けて…広域行政
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消防本部からのお知らせ
●●  水の事故に注意しましょう！  ●●

ボート・
ヨット
など

・救命胴衣を必ず身に付ける
・�天候が悪い時や、波や風が強い
時には乗らない
・�足元の危険な場所で乗り降りし
ない

釣りや
キャンプ
など

・�磯釣りは高波と足場に注意し、
必ず救命胴衣を身に付ける
・�河川の釣りは滑りやすいので、
足元に注意する

②レジャー・スポーツ
　水の事故で最も多いのが、海
や川、池での水遊びによるもの
です。また、ボートやヨット、
釣りやプールなど、レジャーや
スポーツに
よる水の事
故も後を絶
ちません。

●●  水の事故に注意しましょう！  ●●
①家庭内・家の周囲
　暑くなると水遊びの機会が増
え、子どもの水による事故が増
加します。周
囲の大人が気
を配り予防し
ましょう。

家 庭 内
・��水の入っている浴槽、洗濯機、
洗面台、洋式トイレ　など
・ビニールプール、庭の池　など

家の周囲
・�深い水たまり
・柵や囲いのないため池
・柵や欄干の低い用水路、川

　

昭
和
58
年
に
仙
台
北
部
で
発
生
し
た
二
市
三

町
に
ま
た
が
る
大
規
模
林
野
火
災
の
消
火
及
び

指
揮
活
動
や
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
災
害
で
の
指
揮
統
制
な
ど
、

消
防
職
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
危
険
業
務
に

従
事
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元
消
防
司
令
長（
消
防
本
部
警
防
課
長
）

　
安
　
藤
　
守し
ゅ

　
一い
ち 

様

（
大
和
町
在
住
）

第
36
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
３
年
４
月
29
日
発
令
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①
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
！

　
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
ば
ず
、
大

人
が
正
し
い
遊
び
方
、
火
の
後
始
末

を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

②
必
ず
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
バ
ケ
ツ
に
水
を
準
備
し
、
終
わ
っ

た
花
火
は
バ
ケ
ツ
に
入
れ
、
残
り
火

を
完
全
に
消
火
す
る
習
慣
を
！

③�

花
火
に
書
い
て
あ
る
使
用
方
法
を

よ
く
読
ん
で
必
ず
守
る
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

　
手
持
ち
花
火
を
ふ
ざ
け
て
人
に
向

け
た
た
め
に
服
に
着
火
し
て
火
傷
し

た
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
が
燃
え
や
す

い
屋
根
に
落
ち
て
火
事
に
な
っ
た
事

例
が
あ
り
ま
す
。
使
用
方
法
を
守
り
、

正
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
最
近
車
や
建
物
を
め
が
け

て
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
発
射
さ
せ
る
悪

質
な
い
た
ず
ら
が
多
く
な
っ
て
い
ま

～花火の
　事故防止～

す
。
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

④�

手
持
ち
の
筒
花
火
は
手
の
位
置
に

注
意
！

　
手
持
ち
の
噴
き
出
し
も
の
は
、
底

を
握
ら
ず
、
筒
の
中
程
よ
り
少
し
下

を
持
ち
、
体
か
ら
離
し
て
使
用
す
る

と
安
全
で
す
。

⑤�

花
火
を
点
火
す
る
時
は
、
マ
ッ
チ

や
ラ
イ
タ
ー
を
使
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

　
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
点
火
し
、

火
傷
し
た
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ソ
ク
や
点
火
用
線
香
を
使
っ
て

点
火
し
ま
し
ょ
う
。

⑥�

燃
え
や
す
い
物
の
な
い
広
い
場
所

で
風
の
向
き
に
注
意
し
な
が
ら
遊

び
ま
し
ょ
う
！

　
遊
ぶ
と
き
は
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
向
き
に
も
注
意
し
て
、
自

分
自
身
や
風
下
の
人
に
火
の
粉
や
煙

が
か
か
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
風
が
強
い
と
き
は
花
火
遊

び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

IH
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
（
以
下

「
IH
」
と
い
う
。）
は
、
取
扱
説
明
書

ど
お
り
に
使
用
す
れ
ば
安
全
な
製
品

で
す
。
た
だ
し
、
誤
っ
た
取
扱
い
を

す
る
と
、
火
災
が
発
生
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　

黒
川
地
域
で
も
ひ
と
月
に
IH
で
の

火
災
が
２
件
発
生
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
、
原
因
が
使
用
者
の
不
注
意
、

取
扱
い
方
法
の
間
違
い
で
し
た
。

安
全
に
使
用
す
る
に
は

・
IH
か
ら
目
を
離
さ
な
い

・
揚
げ
物
の
油
は
規
定
量
で

・
IH
専
用
の
調
理
器
具
を
使
う

・
物
を
近
く
に
置
か
な
い

　

他
に
も
火
傷
な
ど
怪
我
を
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
注
意
し
て
下

さ
い
。
火
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
火

災
は
起
き
な
い
と
思
い
こ
ま
ず
、
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
、
火
災
が
発
生
し
た
時
の

た
め
に
早
期
に
発

見
出
来
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
、
火

災
が
発
生
し
た
ら

す
ぐ
に
消
火
す
る

た
め
に
住
宅
用
消

火
器
を
備
え
ま

し
ょ
う
。

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公

民
館
行
事
・
各
地
域
で
活
動
す
る
団

体
・
各
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
な
ど
の

社
会
教
育
や
学
校
教
育
を
支
援
す
る

た
め
に
機
材
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

等
）
や
教
材
（
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

を
無
償
で
貸
し
出
し
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

機
材
の
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
お
早
め
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
５

−

６
４
６
１

IH
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

思
わ
ぬ
発
火
の
注
意
！

※
写
真
　�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と

ス
ク
リ
ー
ン

限りない未来に向けて…広域行政
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　令和２年度に環境管理センターへ搬入されたごみの量は、17，592ｔで、内訳は表１のと
おりとなっており、前年度と比較すると5.0％増加しています。
　組合では、ごみの減量化を推進する上で、黒川地域（富谷市を除く）循環型社会形成推
進地域計画において、国・県の方針や地域特性を考慮して算出した、ごみ減量目標値を定
めています。その達成状況については、
88.2％となっており、詳細については表
２のとおりでさらなる減量化への取り組
みが求められています。
　ごみの減量は、資源の有効活用・温暖
化ガスの削減などの環境への負荷の少な
い健全な経済の発展においても必要です
ので、目標達成に向けてさらなる分別の
徹底を実践していただき、ごみ減量への
ご協力をお願いします。

　問い合わせ先
　環境管理センター　☎342ー2218

令和２年度
ごみ搬入状況及びごみ減量目標達成度について

このマークがついている飲料用、酒類用、醤油用ボトルなどが対象となり
ます。
取りはずしにくい醤油用ボトルの中栓や、キャップをはずした後に残るリングなどは無
理に取る必要はありません。

　夏本番を迎えるこの時期から、ペットボトルの搬入が多くなってきます。さらなるごみの減量・リサイクル
を推進するために、引き続きごみの分別にご協力お願いします。

ペットボトルの出し方
大和町・大郷町 出しましょう指定ネットへ
大衡村 指定コンテナへ

❶キャップをはずす ❷ボトルを洗う ❸ラベルをはがす ❹つぶす

キャップははずして
「プラスチック製容器包装」に
分別して出してください。

中身が完全にない状態に
してください。

ラベルははがして
「プラスチック製容器包装」に
分別して出してください。

足などでつぶしてください。

広域くろかわ
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事業系（t） 家庭系（t） 災害ごみ（t） 人口（人）

5,449 5,175 5,725

9,818 9,919 9,958

15,267 15,094
16,755
1,072

5,819

10,266

17,592
1,507

42,844 42,710 42,350 42,020

5,387

9,872

15,259

42,548

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和２年度令和元年度

（単位：Bq/kg）
採取月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

令和 3年 3月 ０ 83 83
令和 3年 4月 ０ 68 68
令和 3年 5月 ０ 93 93

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

� ［単位：ｔ］
一般ごみ 災害ごみ※ 総合計事業系 家庭系 合計

大和町 3,788（3,696） 7,178（6,951） 10,966（10,647） 68（0,184） 11,034（10,831）
大郷町 772（0,780） 1,753（1,718） 2,525（  2,498） 1,415（0,881） 3,940（  3,379）
大衡村 1,259（1,249） 1,335（1,289） 2,594（  2,538） 24（0,007） 2,618（  2,545）
合計 5,819（5,725） 10,266（9,958） 16,085（15,683） 1,507（1,072） 17,592（16,755）

※令和元年台風第19号によるもの� （　）内は前年度

� ［ｇ/人/日］

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度
実績

令和５年度
目標 達成度

１人１日あたり事業系
ごみ量 348 332 347 0,369 0,379 315 83.1%

１人１日あたり家庭系
ごみ量 628 636 636 0,642 0,669 609 91.0%

１人１日あたりごみ量 976 968 983 1,011 1,048 924 88.2％
※１人１日あたりごみ量における達成度については、災害ごみを除いています。

表２ ごみ搬入状況及び目標達成度

表３ 目標達成度

表１ 町村別ごみ搬入内訳
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内科科長　森下　城

公
立
黒
川
病
院

着
任
の
ご
挨
拶
と

便
秘
と
下
痢
の
お
話

　

令
和
２
年
８
月
１
日
よ
り
、
内
科

科
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た�

森
下　

城
（
も
り
し
た　

じ
ょ
う
）

と
申
し
ま
す
。
神
奈
川
県
の
藤
沢
市

出
身
で
、
平
成
11
年
、
信
州
大
学
を

卒
業
し
、
東
京
大
学
医
学
部
付
属
病

院
、
Ｊ
Ｒ
東
京
総
合
病
院
に
て
研
修

後
、
心
身
医
学
を
志
し
て
東
北
大
学

心
療
内
科
に
入
り
ま
し
た
。
岩
手
県

立
北
上
病
院
消
化
器
内
科
で
消
化
器

科
一
般
の
研
修
後
、
大
学
で
過
敏
性

腸
症
候
群
な
ど
の
便
秘
、
下
痢
、
腹

痛
の
診
療
と
研
究
に
携
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
加
美

町
の
佐
々
木
胃
腸
科
に
赴
任
し
、
地

域
医
療
全
般
に
関
わ
り
、
地
元
の
皆

さ
ま
と
の
交
流
機
会
も
得
て
過
ご
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
回
も
ご
縁
が
あ

り
ま
し
て
公
立
黒
川
病
院
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
心
よ
り
感
謝
し
光
栄

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
実
は
10
年
ほ

ど
前
、
大
和
町
の
医
院
で
数
年
間
応

援
診
療
も
し
て
お
り
ま
し
た
た
め
、

巡
り
合
わ
せ
と
い
う
も
の
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
新
し
い
場
所
で
も
あ
り
、

懐
か
し
い
場
所
で
も
あ
る
と
い
う
気

持
ち
で
す
。
東
北
に
来
て
20
年
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら
、
地
域
医

療
に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
地
道
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
地
で
多
く
の
友
人
・

知
人
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
願
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
私
が
専
門
と
し
て

い
る
便
秘
や
下
痢
に
つ
い
て
少
し
書

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
崎
地
区
で

行
わ
れ
た
有
名
な
「
大
崎
国
保
コ

ホ
ー
ト
研
究
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

便
秘
が
心
臓
病
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク

と
関
連
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
痢
が
ひ
ど
け

れ
ば
、
出
掛
け
る
こ
と
も
辛
く
な
り

ま
す
し
、
通
勤
や
通
学
に
ま
で
支
障

が
出
て
人
生
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
便

秘
・
下
痢
は
「
命
」
に
も
「
生
活
の

質
」
に
も
関
わ
る
も
の
な
の
で
し
た
。

ま
た
便
秘
・
下
痢
に
大
き
く
関
連
し

て
い
る
腸
内
細
菌
は
、
う
つ
病
や
脳

の
発
達
、
認
知
症
に
ま
で
影
響
し
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
良
い

薬
な
ど
も
新
し
く
出
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
便
秘
・
下
痢
を
軽
く
考
え
ず

に
、
放
置
し
な
い
で
欲
し
い
と
日
々

思
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
便
通
状

態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
、
と
一

度
見
つ
め
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

高
齢
に
な
り
、
咀
し
ゃ
く
に
必
要

な
歯（
特
に
奥
歯
）
を
失
う
こ
と
で
、

食
事
に
時
間
が
か
か
る
、
固
い
食
べ

も
の
は
吐
き
出
す
、
む
せ
や
す
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
の

ど
の
潤
い
」、「
む
せ
に
つ
い
て
」

「
固
形
物
に
つ
い
て
」
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
の
ど
の
潤
い
」
に
つ
い
て

　

食
事
の
際
に
ほ
と
ん
ど
水
を
飲
ま

な
い
方
も
お
り
ま
す
が
、
潤
い
は
重

要
な
役
目
を
は
た
し
ま
す
。
水
分
が

食
べ
物
の
通
り
で
あ
る
口
腔
～
食
道

の
通
り
道
に
潤
い
を
与
え
、
な
め
ら

か
に
通
過
す
る
の
ど
ご
し
の
役
目
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
喉
が
乾
い
て
い

る
な
と
感
じ
た
ら
食
べ
始
め
る
前
に

口
を
す
す
い
だ
り
、
水
や
お
茶
を
飲

飲
み
込
み
や
す
い

食
事
の
あ
れ
こ
れ

　
～
高
齢
の
方
の

食
事
を
中
心
に

言
語
聴
覚
士
　
猪
股
　
伸
彦
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ん
で
か
ら
食
べ
始
め
る
な
ど
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　　

「
む
せ
」
に
つ
い
て

　

水
や
お
茶
な
ど
は
さ
ら
っ
と
し
て

お
り
、
む
せ
の
代
表
で
す
が
、
口
に

含
む
１
口
の
量
を
少
し
減
ら
す
だ
け

で
む
せ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
水
は
む
せ
や
す
い
が
、
炭
酸
水

（
無
糖
）、
牛
乳
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト

で
は
む
せ
な
く
飲
め
る
方
も
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
む
せ
が
多
い
と
き
は
と
ろ

み
の
使
用
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

「
固
形
物
」
に
つ
い
て

　

歯
が
な
く
な
っ
て
か
ら
お
粥
、
き

ざ
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
と
い
う
声
も

耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
歯
が
無
く
て

も
工
夫
に
よ
っ
て
は
食
べ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
パ
ン
が
好

き
な
方
は
パ
ン
粥
に
、
肉
は
ひ
き
肉

に
、
焼
き
魚
は
煮
魚
（
も
し
く
は
ほ

ぐ
し
煮
魚
）
や
刺
身
（
中
ト
ロ
）、

野
菜
は
柔
ら
か
く
煮
込
む
、
１
cm

カ
ッ
ト
に
す
る
、
和
え
物（
白
和
え

や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和
え
な
ど
）
に
す
る
、

イ
モ
類
は
煮
込
ん
で
と
ろ
み
を
つ
け

る
、
繊
維
の
固
い
ご
ぼ
う
、
れ
ん
こ

ん
な
ど
は
す
り
お
ろ
す
、
な
ど
。
記

載
し
た
内
容
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、

食
材
に
よ
っ
て
は
素
材
を
生
か
し
て

食
べ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
や
は
り
噛
ん
で
食
べ
る

に
は
歯
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
歯
茎

で
が
ん
ば
っ
て
食
べ
て
い
る
方
も
多

い
で
す
が
、
歯
が
あ
る
こ
と
で
よ
り

飲
み
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
も
増

え
ま
す
。
歯
科
医
受
診
、
義
歯
の
作

成
や
調
整
な
ど
も
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

材
料う

な
ぎ
の
蒲
焼
き�

１
／

２
尾

熱
湯　

�

適
量

料
理
酒　

�

大
さ
じ
２

付
属
の
タ
レ　

�

大
さ
じ
２

　

７
月
28
日
は
土
用
の
丑
の
日
で

す
。
土
用
と
は
季
節
の
変
わ
り
目

を
指
し
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に

栄
養
価
の
高
い
う
な
ぎ
を
食
べ
る

事
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
濃
厚
な
タ
レ
の
味
と
香
り

で
食
欲
を
刺
激
し
夏
バ
テ
予
防
と

し
て
日
本
の
夏
の
代
表
的
な
料
理

と
な
っ
て
い
ま
す
。
脂
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｅ
が

豊
富
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
成
人
の

必
要
量
の
３
日
分
に
相
当
し
ま
す
。

ご
飯
な
ど
の
炭
水
化
物
を
効
率
よ

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
く
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

1
も
豊
富
な

の
で
ス
タ
ミ

ナ
回
復
に
効

果
的
で
す
。

血
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

を
減
ら
す
Ｄ

作
り
方

①�

バ
ッ
ト
に
う
な
ぎ
の
蒲
焼
き
を

入
れ
、
ひ
た
ひ
た
に
な
る
く
ら

い
の
熱
湯
を
か
け
、
1
分
し
た

ら
湯
切
り
を
し
ま
す
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
酒
と
付
属
の
タ

レ
を
入
れ
中
火
に
か
け
、
ひ
と

煮
立
ち
し
た
ら
う
な
ぎ
を
入
れ

弱
火
で
５
分
ほ
ど
煮
ま
す
。

③�

煮
汁
が
少
な
く
な
り
、
つ
や
が

出
た
ら
火
を
止
め
出
来
上
が
り
。

Ｈ
Ａ
や
Ｉ
Ｐ
Ａ
も
豊
富
で
す
が
、

う
な
ぎ
自
体
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
多
い
の
で
取
り
過
ぎ
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

天
然
の
う
な
ぎ
は
希
少
な
た
め
、

ほ
と
ん
ど
養
殖
か
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
市
販
の
蒲
焼
き

を
ふ
わ
ふ
わ
に
す
る
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
う
な
ぎ
」

栄
養
室
室
長
　
小
岩
　
陽
子
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令和４年度採用　職員募集のお知らせ
　職員採用試験（初級）を行います。受験申込書は令和３年７月１日（木）から黒川地域行政事務
組合総務課及び黒川地域行政事務組合消防本部（黒川消防署）及び富谷消防署で配布いたします。

試 験 区 分 初級（高等学校卒業程度）

職種及び採用予定人員 行政職　　　若 干 名
消防職　　　若 干 名

受
験
資
格

行　 政　 職
平成10年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校
を卒業した人又は令和４年３月31日までに卒業見込みの人並びに高
等学校卒業程度の能力を有すると認められる人。

消　 防　 職

①�平成10年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学
校を卒業した人又は令和４年３月31日までに卒業見込みの人並び
に高等学校卒業程度の能力を有すると認められる人。
②消防職員として職務遂行に必要な体力及び健康を有する人。
③�普通自動車の運転免許を有する人。または採用時までに普通自動車
の運転免許を取得する見込みのある人。
④採用された場合、消防本部の管轄区域内に居住できる人。

受 付 期 間 令和３年７月１日（木）～令和３年７月30日（金）まで
＊平日午前８時30分～午後５時15分まで

第 一 次 試 験 日 令和３年９月19日（日）

試 験 会 場 受験申込者に別途、お知らせします。
☎022-221-9201（宮城県町村会）

　黒川地域行政事務組合では、一部事務組合統合30周年を記念し「組合章」を制定する
こととなりました。それに伴い、黒川地域行政事務組合の「組合章」デザインを募集いた
します。
　黒川地域において、消防、病院、一般廃棄物処理等の事業を共同処理し、地域住民の安
心・安全な生活を縁の下から支える黒川地域行政事務組合をイメージした素敵な組合章の
デザインをお待ちしています。

◇応募資格　プロ・アマ問わずどなたでも応募いただけます。
◇応募方法　１人につき２作品まで応募可能
　　　　　　応募は持参又は郵送とし、電子メールは不可
◇募集期間　令和３年７月１日（木）～令和３年８月31日（火）

　　　　　　（持参の場合は締切日当日まで、郵送の場合は締切日消印分まで有効）
※詳しくは組合ホームページをご覧下さい。
　ホームページ  http://www.kurogyou.jp 

問い合わせ先　総務課　☎345-1541

組 合 章 デ ザ イ ン 大 募 集！

編集・発行／黒川地域行政事務組合　宮城県黒川郡大和町吉岡字下町15番地の1　TEL 022−345−1541　FAX 022−345−1543

Ｅメール  info@kurogyou.jp　　ホームページ  http://www.kurogyou.jp 10

広域くろかわ


